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（指導上のポイント） 

◆緊急地震速報器を整備してい

る学校では、地震発生時に学校に

流れる緊急地震速報の音（設置さ

れていない場合、ＮＨＫなどが地

震発生時に放送する緊急地震速

報の音）を児童に聞かせ、さまざ

まな場所で、この音を聞いたら、

どのような行動を取ればよいか

を考えさせる。 

※上記の例を参考に記入

させる。 

 

「ワークシート② 部屋を安全にしよう」 

学習のねらい：１.自宅でよくいる部屋の安全対策をする必要性と具体的な方法を知る。 

             ２.緊急地震速報について説明を受ける。 

（指導上のポイント） 

◆例を参考に記入させる。 

ヒント以外の被害軽減の方法と

して、 

【家具の転倒防止】 

寝る位置を工夫する。タンスなど 

の上に重い荷物を置かない。本棚 

の上の棚に辞書や図鑑などを置 

かない。照明器具の落下防止対策 

をする。突っ張り棒と転倒防止シ 

ートを併用する。 

【窓ガラスの飛散防止】 

割れにくい強化ガラスを使う。 

カーテンを閉める。 

【逃げ道の確保】 

ドアのそばの家具について転倒 

防止対策を行う。 

(活用例) 

・ 地震発生時の屋内の被害に関する写真（本冊 P7）などを見せてから取り組ませる。 

・ 家に持ち帰り、家族と相談して記入する（家族への周知も図る）。 

○ 


